
 

２０２３（令和５）年度 人権教育全体計画  小浜市立加斗小学校 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年重点目標 

低学年 中学年 高学年 

○だれとでも仲良くし、困ってい

る友だちを助けることができ

る。 

○友だちと自分との違いを認め、

お互いに協力し合うことがで

きる。 

○自分の気持ちをしっかりと表

現し、一人ひとりの違いを認め

合い、お互いに人権を大切にす

ることができる。 

       

       

教科 特別の教科 道徳 外国語活動 総合的な学習の時間 特別活動 その他の教育活動 

・ 
科
学
的
、
合
理
的
な
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
身

に
付
け
さ
せ
る
。 

・ 

分
か
り
合
う
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
育
て
る
。 

・ 

人
権
意
識
や
差
別
に
対
す
る
科
学
的
認
識
を
身
に

付
け
さ
せ
る
。 

・ 

生
命
の
尊
さ
を
感
じ
取
り
、
自
他
の
生
命
、
命
あ

る
も
の
を
大
切
に
す
る
心
情
、
態
度
を
育
て
る
。 

・ 

き
ま
り
を
守
り
、
自
他
の
権
利
を
大
切
に
し
よ
う

と
す
る
心
情
を
育
て
る
。 

・ 

誰
に
対
し
て
も
公
正
公
平
に
接
し
協
力
し
よ
う
と

す
る
実
践
的
態
度
を
育
て
る
。 

・ 

拉
致
問
題
を
通
し
て
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
考
え

を
深
め
る
。 

・ 

外
国
語
を
用
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
態
度
を
育
て
る
。 

・ 

文
化
の
違
い
を
知
り
、
多
様
な
も
の
の
見
方
や
考

え
方
が
あ
る
こ
と
に
気
付
か
せ
る
。 

・ 

自
ら
課
題
を
見
つ
け
自
ら
考
え
、
よ
り
よ
く
問
題

を
解
決
で
き
る
資
質
や
能
力
を
育
て
る
。 

・ 

様
々
な
人
々
と
の
交
流
や
体
験
活
動
を
通
し
て
、

お
互
い
を
理
解
し
合
い
、
共
生
の
意
識
を
高
め
る
。 

・ 

周
り
の
言
動
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の

正
し
い
判
断
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
自
主
的
な
態

度
を
育
て
る
。 

・ 

集
団
の
中
で
協
力
し
、
相
手
の
立
場
も
考
え
て
行

動
す
る
態
度
を
育
て
る
。 

・ 

明
る
い
心
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
し
、
自
他
を
大

切
に
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
。 

・ 

一
人
ひ
と
り
の
よ
さ
を
認
め
励
ま
す
学
級
づ
く
り

に
努
め
る
。 

・ 

人
権
集
会
な
ど
を
通
し
て
人
権
意
識
を
高
め
る
。 

・ 

基
本
的
生
活
習
慣
の
定
着
を
図
る
。 

・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
涵
養
に
努
め
る
。 

・ 

縦
割
り
活
動
を
通
し
て
、
お
互
い
を
認
め
合
い
、

思
い
や
る
心
情
を
育
て
る
。 

 

  

家庭や地域社会との連携 

・授業公開、学級懇談会等の充実を図る。 

・家庭訪問、個人面談等を通し、相互理解を図る。 

・学校だよりや学校ホームページ、学年だより等を活用して、学校の様子を知らせる。 

・あらゆる機会を通して、中学校や保育園等との連携を深める。 

＜地域・保護者の願い＞ 

・健康で明るい子 

・元気なあいさつをする子 

・思いやりのある子 

・自分から学ぼうとする子 

・ねばり強くがんばる子 

＜児童の実態＞ 

・明るく素直な子が多い。 

・目的や場に応じて自分で判断

し、行動することが苦手な面

がみられる。 

《学校教育目標》 

未 来 創 造 

～自分の未来・ふるさと小浜の

未来・ 社会の未来を切り拓く 

        人材の育成～ 

《人権教育目標》 

・自他の基本的人権を尊重し、差別に気付き、差別を許さない意志と

実践力をもった子どもの育成を図る。 

・みんなで協力し、支え合っていこうとする集団の育成を図る。 

日本国憲法 

教育基本法 

学校教育法 

子どもの権利条約 

その他の関係法令等 



 

 

 

 

 

1  人権教育目標 

 ・自他の基本的人権を尊重し、差別に気付き、差別を許さない意志と実践力をもった子どもの育成を図る。 

・みんなで協力し、支え合っていこうとする集団の育成を図る。 

 

2  重点努力目標 

 ・生命を大切にし、生きる権利を尊重する子どもを育てる。＜生命＞ 

 ・相手の立場に立って物事を考え、行動できる子どもを育てる。＜人権＞ 

・真実に目を向け、真実を貫こうとする主体性と行動力を持った子どもを育てる。＜真実＞ 

 ・仲間と共に助け合い、高め合ってよりよい生き方を切り拓く子どもを育てる。＜集団＞ 

 ・働くことの大切さを知り、労働・職業に対する正しい見方や考え方ができる子どもを育てる。＜労働＞ 

 

3  具体的推進計画 

（１） 各教科、領域でねらうもの 

・基礎的基本的事項の確かな定着を図る。 

・各教科、領域を通して豊かな心情・感性を育てる。 

・各教科、領域を通して科学的なものの見方・考え方を育てる。 

・道徳教育を核として豊かな人間性を培い、人権意識を高める。 

・総合的な学習の時間を通して、自他を認め合いながら探究できるようにする。 

・健康教育、性教育の実践を通して生命の大切さを学ばせる。 

・体験活動を通して豊かな社会性を身に付けさせる。 

・人権に関わる内容をユニット化し、各教科、道徳、学級活動等を通してより効果的な指導を行う。 

 

（２） 教職員の研修 

   ・児童理解、集団づくりの理論研修、エクササイズ研修などを行い、教師の人権感覚を磨く。 

   ・人権尊重の立場から児童についての情報交換を密にする。 

 

（３）全校児童に対する取組 

   ・自分の気持ちを伝え、相手を思いやることができる仲間づくりに努める。 

   ・どの子も安心して学習に参加できる学習集団づくりに努め、教育相談を充実させる。 

   ・自分や友だちを大切にすることができるように、自尊感情を高めていく取組を行う。 

   ・人権週間での取組などで自分たちの行動を振り返らせ、人権意識の高揚を図る。 

   ・拉致問題などについて集会活動を行い、具体的な人権問題についての理解を深める。 

 

（４）拉致問題に対する取組 

   ・機会を捉えて拉致問題についての講演会などに参加し、教職員の研修に努める。 

   ・６年生はDVD「めぐみ」の視聴や地村保志さんの講演を通して、拉致問題について理解し考えを深める。 

   ・１～５年生は、発達段階に応じて、拉致問題に触れさせる。 

 

学校名 小浜市立加斗小学校 学校長名 松宮 亨 

学級数 ７クラス 児童数 57名 教職員数 12名 人権主任名 小川 拡 



（５）保護者や地域に対する取組 

・保護者会、おたより、家庭訪問などにより、学校や学級の取組について家庭の理解と協力を得られるよう十

分な説明を行う。学校の情報を地域に発信していく。  

・PTA諸活動を通して保護者との連携を図る。 

 

４ 研修計画 

回 月日 研修課題・内容 対象 講師・資料等 

１ ４月２４日 人権教育全体計画・人権教育推進計画の検討・作成 教員  

２ 
４月２４日 

  ～２８日 

学級における児童の意識調査 

（アセス、生活アンケートの実施） 
児童 

アセス、生活アンケート 

３ 
５月 ８日 

～１２日 

教育相談週間（児童と担任の個人面談の実施） 
児童 

 

４ ５月２２日 アセス、教育相談を終えての気がかりな児童について 教員  

５ 
９月 ４日 

～ ８日 

学級における児童の意識調査 

（アセス、ＱＵの実施） 
児童 

アセス、ＱＵ 

６ 
９月１１日 

  ～１５日 

教育相談週間（児童と担任の個人面談の実施） 
児童 

 

７ ９月２５日 アセス、教育相談を終えての気がかりな児童について 教員  

８ １１月 ６日 人権についての研修 教員  

９ 

１１月２７日 

１２月 １日 

～８日 

１２月 ８日 

人権週間の計画と実施 

人権週間の取組 

 

人権集会 

児童 

 

10 
１月１５日 

～１９日 

学級における児童の意識調査 

（アセス、生活アンケートの実施） 
児童 

アセス、生活アンケート 

11 
１月２２日 

  ～２６日 

教育相談週間（児童と担任の個人面談の実施） 
児童 

 

12 ２月２６日 アセス、教育相談を終えての気がかりな児童について 教員  

13 ３月１１日 本年度のまとめと来年度の方向付け 教員  

 


